
                                 

   

十
一
月
同
朋
会
よ
り 

 

住
職
法
話 

『
不
安
と
求
め
』 

 
 

こ
の
ひ
と
月
、
仙
台
市
内
各
寺
院
で
行
わ
れ
て
い 

る
報
恩
講
。
あ
ち
こ
ち
の
報
恩
講
に
出
仕
し
て
思
い 

馳
せ
る
の
は
、
鎌
倉
時
代
、
関
東
か
ら
京
都
の
親
鸞 

聖
人
の
も
と
へ
と
身
命
を
顧
み
ず
救
い
を
求
め
て
尋 

ね
た
人
々
の
こ
と
。
私
の
中
に
あ
る
「
不
安
」
が
、 

「
確
か
な
も
の
」
を
求
め
、
七
五
〇
年
の
時
を
超
え 

て
な
お
親
鸞
聖
人
の
言
葉
を
聞
き
求
め
て
い
る
の
で 

し
ょ
う
。 

 前
住
職
法
話 

『
歎
異
抄
第
十
四
章
』
よ
り 

 
 

毎
月
『
歎
異
抄
』
に
つ
い
て
お
話
を
す
す
め
て
い
ま
す
。 

十
一
月
は
第
十
四
章
。
本
当
の
宗
教
は
一
時
的
に
「
楽
に
な
る
」
こ
と
で
は

な
い
。
阿
弥
陀
の
願
い
は
「
生
ま
れ
て
き
て
本
当
に
良
か
っ
た
」
と
思
え
る
意

義
、「
ど
ん
な
に
辛
く
て
も
生
き
て
い
く
」
意
義
を
見
つ
け
る
こ
と
。
宗
（
む
ね
）

と
な
る
教
え
を
中
心
に
お
い
て
、
私
は
教
え
に
よ
っ
て
生
か
さ
れ
て
い
る
自
覚

を
持
ち
「
与
え
ら
れ
た
生
」
を
「
生
き
き
っ
て
い
く
」
こ
と
が
本
当
の
宗
教
で

あ
る
、
と
親
鸞
聖
人
は
説
か
れ
ま
し
た
。 

 

 

一
月
の
同
朋
会
は
お
休
み 

で
す
。
会
員
の
方
に
は
、 

新
年
会
の
ご
案
内
を
別
途 

送
付
い
た
し
ま
す
。 

と く ほ う 

『徳泉寺報』後記 

 
「遠くてお寺まで 

行かれない」 

そんな方にとって

この会報が 

楽しみになれば 

いいなあ 

と思います 

2017年もあと少し

「今日」のうちに 

大掃除！ 

 

 

 

宮城顗（みやぎしずか）さんの言葉。 

私たちは知らず知らずに、たしかなものを求め

ている。そう考えると、不安はそれほど悪いも

のではないのかもしれません。 

 

境
内
の
花
々 

 
 

 
 

 

今
月
の
こ
と
ば 

 

 
 

ｖ  

 

平成 30年 1月 1日 

午前 10時 30分 

徳泉寺本堂 

勤行 

住職法話 

茶話会 

新
し
い
年
の
始
ま
り
を

徳
泉
寺
で
。
阿
弥
陀
様
に

手
を
合
わ
せ
、
ご
自
身
を

見
つ
め
て
新
年
を
お
迎

え
し
ま
し
ょ
う
。 

 

  

 

宮城顗（みやぎしずか）さんの言葉。 

私たちは知らずしらずに、たしかなものを求め

ている。それなら不安もそれほど悪くないのか

もしれません。 


